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視覚障害と知的障害を併せ有する重複障害児の
一人一人の可能性を伸ばす支援づくり
－「見通しをもつ」支援に着目して－
埼玉県立特別支援学校塙保己一学園　岩田　理恵（指導教員：佐島　毅） 
盲・知的障害幼児を対象に，（1）手指運動の力を育む指導，（2）教室環境の構造化，（3）触覚シンボ
ルを用いたスケジュールボードを活用した指導の３つの取り組みを行い，その変容を分析し，支援の効
果を明らかにした。（1）では探索，両手の分離・協応，向きを合わせる，引くなどの手指の動きの獲得
を目的に６つの教材に取り組み，生活場面でも活用できることが見られるようになった。（2）では，手
指運動の力の向上に伴い，手がかりへの能動的な探索が出現し，探索の方法も片手から両手の探索に変
化した。自分で好きな場所へ行くことができるようになると，さらにその探索の範囲にも広がりが見ら
れるようになった。（3）では，活動を象徴する具体物を触って 1日の流れを確認することで，活動がわ
かり，先を見通せるようになり，目押し，大声，他害，座り込むなどの行動が減少し，自分の思いを伝
えることも見られるようになった。
キーワード：盲・知的障害児　見通し　手指運動　教室環境の構造化　触覚シンボルを用いたスケジュールボード
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
見通しの支援に視点を当てて（1）手指運動の力を
育む指導，（2）教室空間の構造化，（3）触覚シンボル
を用いたスケジュールボードを活用した指導に取り組
み，知的障害を併せ有する視覚障害児が安心して力を
発揮できる学びの環境づくりについて検討する。
Ⅱ　対象　盲・知的障害幼児　Ａ児
ボールを投げることができるが，日常生活動作や
移動のほとんどを手とり足とりで行い，探索活動が
見られない。次の活動への切り替えに時間がかかり，
大声，目押し，他害がある。
Ⅲ　研究１　個別学習における手指運動の力を育む
指導とその変化
１　方法　　
教材を用いた個別学習（20 分間）を行った。
２　結果
片手の探索が両手の探索に広がった。両手の分離・
協応，向きを合わせる，引く動きができるようになった。
３　考察
統制された範囲の中で，働きかけた結果が明確な
フィードバックとして得られる課題は，Ａ児にとって
わかりやすく，手指運動の向上につながったと考える。
Ⅳ　研究２　教室環境の構造化による探索行動の変化
１　方法
机や椅子，移動の場所に手がかりをつけた。上履
きを脱ぎ履きする場所にザラザラマットを敷き，そ
こを基点に手がかりを触りながら大好きなボール
プールまでの移動のイメージ作りを行った。
２　結果
ボールプールまで行けるようになり，探索の範囲や遊
びも広がった。一方，廊下での探索行動は少なかった。
３　考察　
教室という閉じられた空間では探索が出現し，空
間認知の広がりが見られたが，廊下のような開かれ
た空間では場所を把握しにくいことが示唆された。
Ⅴ　研究３　個別学習での手指運動の変化と日常生
活場面との関連
１　方法
個別学習で獲得した手指の動きと日常生活場面と
の関連について分析する。
２　結果
手首を回旋し向きを合わせる動きの獲得の後，ド
アノブを回せるようになったなど，個別学習で獲得
した手指運動が日常生活場面でも現れた。
３　考察
整理された空間で向上した手指による概念形成が
日常生活場面にも反映され，外界に能動的にさらに
は目的的に働きかけることにつながると考える。
Ⅵ　研究４　触覚シンボルを用いたスケジュール
ボードを活用した指導と行動の変化
１　方法
触覚シンボルを用いたスケジュールボードで一日
の活動の流れを確認する。
２　結果
目押し，大声，他害，座り込むといった行動が減
少した。シンボルを触って活動を見通し，教員に思
いを伝えるエピソードがあった。
３　考察　
ものと音声言語との結びつきが曖昧なＡ児にとっ
て，触覚シンボルを用いたスケジュールボードは学
校生活を見通し安心して過ごすために有効であった
と考える。
Ⅶ　まとめ
知的障害を併せ有する視覚障害児が外界に向けて
安心して力を発揮していく学びの環境づくりには，
外界に働きかける手指運動を育てることと，その子
どもにとってわかりやすい環境（空間，時間）の見
通しの支援が重要であると考える。 
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肢体不自由特別支援学校における
教師の同僚性への認識と働きかけるプロセス
北海道手稲養護学校　奥田　裕幸（指導教員：安藤　隆男）
学び合いの基盤となる同僚性を教師が支えていくための基礎的資料を得るため，肢体不自由特別支援
学校で役割経験を持つ教師 8名へ同僚性への認識と働きかけについてのインタビュー調査を行った。分
析からは，校務分掌部の主任（以下，分掌主任）等が役割使命の達成に必要な条件として同僚性を認識
し，場・集団，ルールの質を変更・調整する等の働きかけを自らの判断で行っていることが示された。
また，大集団への働きかけを個人や単一組織だけで行うことの限界や組織を超えた横断的な関与の機会
が有効であると認識されていることが示された。
キーワード：学び合いの基盤　同僚性　役割を担う教師の認識と働きかけ　校内組織間のつながり
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
学校が学び合う基盤を支えるためには，佐藤
（1997）が定義した「同僚性：相互に実践を高め合い
専門家としての成長を達成する目的で連帯する同志
的関係」を教師が中心となり支えていくことが重要
になる。そこで，本研究は肢体不自由特別支援学校
で分掌主任等を経験し，同僚性に注目しかかわって
きたと考えられる中堅教師を対象にインタビュー調
査を行い，学校現場での「同僚性への認識と働きか
けるプロセス」を明らかにする。その結果から，肢
体不自由特別支援学校において教師が同僚性を支え
る実践を行う際に活用できる基礎的資料を得ること
を目的とする。
Ⅱ　研究の方法
１　調査対象　
教師 8名（役割を担った経験等の要件を満たす）
２　データの収集方法
半構造化面接（インタビュー）
３　分析方法
修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ
Ⅲ　結果
分掌主任等が役割として行動する際にもっとも影
響を受けているのは，【役割使命を達成する】ことで
ある（その中で，同僚性は達成すべき使命としては
認識されていない）。
役割使命を達成するための取組を計画する際に校
内組織を 3つに分けて【対象組織を区別する】。そし
て，使命達成に必要な条件を【個人で思索する】中
で『同僚性が必要なことを認識』（役割を担う教員が
関与しなければ，使命達成に必要な組織内の同僚性
が生まれにくい現状があると認識）している。【取組
へ取り入れる】のは，教員間での学び合いを促すた
めの『場・集団の質を変更・調整』すること，『ルー
ルの質を変更・調整』することである。また，それ
ぞれの効果を高めるために校内組織間の『連携の質
を変更・調整』する働きかけを行っている。
学校全体の視点で【役割の立場から俯瞰的に振り返
る】中で，課題として，『大集団』の同僚性に対して
『個人や単一組織で働きかける限界』があること，成
果として，教員間の共有が自然と促される『組織間の
連動による取組（横断的に関与する機会）』から同僚
性が生まれやすいことを感じている。しかし，自ら働
きかけている同僚性について，客観性が十分ではない
という『個人的な視点の自覚』を持っており，これま
で『経験から得た心構え』の多くは，私的な視点で学
んだものとして個人内に蓄積されている。
以上のことから，学校の同僚性について校内組織
内で意味づけする仕組みがない中で，分掌主任等が
役割の立場から個人的な視点で思索し取組へ取り入
れることが，「同僚性への認識と働きかけるプロセ
ス」の中心となっている現状がある。
Ⅳ　考察
本研究の結果から，個業性という組織特性（安藤，
2004）の中で，同僚性が個々の教師の努力と工夫か
ら支えられている可能性が示唆された。役割を担う
教師は，学校が持つ個業的な特性を自覚し，組織全
体にかかわる要素である同僚性について，校内での
意味づけや組織間のつながり方を捉え直すことが重
要である。そして，同僚性を支えるために，他の教
員や管理職との協働を基にした意味づけと仕組みを
つくる視点から求める同僚性を言語化していくこと
が必要である。
＜引用文献＞
安 藤隆男（2004）盲・聾・養護学校におけるセンター的機
能の役割 教師の協働性に基づく専門性の転換．季刊特別
支援教育（14）．
佐 藤　学（1997）教師というアポリア 反省的実践へ．世織
書房．
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タブレット型端末を活用した発話の困難な知的障害児への
支援に関する研究
－朝の会の司会の場面を通して－
千葉県立君津特別支援学校　小野　勝（指導教員：柘植　雅義） 
本研究では，事例研究で朝の会に取り組み，発話の困難な知的障害児がタブレット型端末を朝の会で
使用するときの，一人一人に合わせたアプリの選択や調整をすることを明らかにする。方法は，個別の
指導計画や行動観察などを基にアプリの選択や調整をする。結果は，選択すべきシンボル以外を薄くす
る，隠すようにしたことで，正しく再生するように押すことができた。課題は，対象児によって異なる
指の動きに応じて画面を調整することである。
キーワード：タブレット型端末　発話の困難　知的障害　朝の会　司会　呼名　VOCA
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
タブレット型端末の進歩により，多くの音声を記
録したり，顔写真や画像に音声を記録して活用した
りすることができるようになり，単語で表現するし
かなかった児童生徒が主語述語をともなった文章で
表現できるようになったり，文字が読めない児童生
徒が，写真や絵を選択したりすることで，音声で表
現することが容易にできるようになった。
そこで，本研究では，事例研究で朝の会に取り組
み，発話の困難な知的障害児がタブレット型端末を
朝の会で使用するときの，一人一人に合わせたアプ
リの選択や調整をすることを明らかにする。
Ⅱ　方法
１　実践研究
（1）対象児の実態に合わせたアプリの選択・調整
　・ 個別の指導計画や発達検査などの資料，授業
場面の行動観察等から，コミュニケーション
手段や選択の方法などについて調べる。
　・ 上記の調べた内容から児童のプロフィールを
作成し，画像の配列や表示方法の検討を行い，
活用するアプリの選択や調整を行う。
（2）検証授業の実施
　ａ　対象　 Ｚ特別支援学校小学部４年生児童６
名のうち３名（Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３さん）
　ｂ　期間　 ９月中旬～ 10 月の間，ほぼ毎日の朝
の会（合計 30 回）
　ｃ　単元の概要
　　 発話が困難な児童が，タブレット型端末を
使って朝の会の流れや呼名を再生し，司会役とし
て朝の会を音声で進行する。呼名後に質問される
「元気ですか？」や，今日の予定後に質問される
「がんばること・楽しみなこと」は，２台目のタブ
レット型端末で，「元気です」や「体育をがんばり
ます」などを再生して答える。
Ⅲ　結果
Ｃ１さんは，Keynoteの練習画面で押し方が改善
できたので活用できた。Ｃ２，Ｃ３さんは長押しや
繰り返し押す動きが練習画面で改善できなかったが，
PYONKEEなら再生することができた（Table１）。
Table １　各アプリの押し方による反応の違いと対
象児の使用経過
アプ
リ名
長押し 斜め押し ２回押し
使用経過
C1 C2 C3
Drop
Talk
HD
再生する
再生しない，
スライドする
止まる 可 可 可
Key
note
再生しな
いで，ペ
ン入力画
面になる
再生しない
止まる，タッ
チした部分の
背面のシンボ
ルが再生する
可
不
可
不
可
PYON
KEE 再生する 再生する
巻き戻って再
生する
― 可 可
Ⅳ　考察
（1 ）複数のシンボルから選択することが難しい児童
には，選択すべきシンボル以外を薄くする，隠す
ようにしたことで，正しく再生するように押すこ
とができたのではないか。
（2 ）指先がぶれて再生しにくい児童には，練習画面
を設定して朝の会の前に練習したことで，指先が
安定して再生するように押すことができたのでは
ないか。
課題は，指先がぶれる，押し方が軽い，長押しす
る，繰り返し押すなど，対象児によって異なる指の
動きに応じて，正しく再生するように画面を調整す
ることである。 
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聾学校・特別支援学校（聴覚障害）幼稚部における
交流保育のあり方
静岡県立沼津聴覚特別支援学校　鈴木　裕（指導教員：左藤　敦子）
聾学校・特別支援学校（聴覚障害）幼稚部の行っている交流保育の実態について調査し，交流保育の
あり方や課題について整理した。幼稚部在籍人数が少人数化している現状から，聴覚特別支援学校幼稚
部教育目標ではあまり挙げられなかった「生活経験を広げる」「大きな集団の確保」が，交流のねらいと
して重要視されていることが明らかになった。また，交流保育の観察や交流園との面談調査から見えて
きたものと質問紙調査の結果を照らし合わせ，今後の交流保育の進め方について報告する。 
キーワード：聴覚障害幼児　幼稚部教育　交流保育
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
聾学校・特別支援学校（聴覚障害）幼稚部では，
人工内耳装用児の増加や高性能となった補聴器の普
及，0歳児からの超早期教育が周知されたこと等か
ら，聴覚活用をベースにした教育活動や日常生活が
可能になってきている。幼稚部に在籍する幼児が，
幼稚部教育とは異なる環境で交流園の先生や園児と
かかわる中で，様々な教育的効果が出ている一方，
交流保育における目的やねらいも整理する必要があ
る。そこで，聾学校・特別支援学校（聴覚障害）幼
稚部の交流の実態から聴覚障害幼児の幼稚部教育と
交流保育の関連性について調べ，今後の交流保育の
あり方や進め方について考察した。
Ⅱ　研究１（面談調査）
ア 　対象：「Bこども園」担任 2名　管理職 3名・
交流クラス幼児 24 名・聴覚特別支援学校幼稚部
年長児 1名（両耳人工内耳装用児）
イ　調査期間：平成 27 年 7 月から平成 28 年 1 月
ウ 　結果：交流開始当初は，交流児が人工内耳装
用児という実態から聴こえ方や発音の聴き取り
にくさという不安よりも，人工内耳の扱い方や
事故等への心配が大きかった。しかし，交流を
進めていくにつれ交流回数との兼ね合いから，
保育活動や行事への参加への難しさを感じてい
た。また，集団の中での指示の仕方等，不安を
感じた場面もあり，交流保育に関する課題も変
化し聴覚障害児への意識が高まっていた。一方
で今回，初めて交流を受け入れた「Bこども園」
として，在園児が交流を楽しみにしていたこと
や交流児とのかかわりを積極的に行えたことで，
障害の有無に関係なく友達と仲良くするという
ねらいを達成することができたと交流の成果を
上げていた。そして，次年度へ向けても前向き
に検討したいとの意見もうかがうことができた。
Ⅲ　研究２（質問紙調査）
ア 　対象：全国聾学校・特別支援学校（聴覚障害）
幼稚部の主事及び主任の先生
イ 　調査方法：質問紙調査用紙を郵送し，返送に
て回答の依頼をした。
ウ 　結果：質問紙調査の回収率は 79.41％で 81 校
から回答を得た。回答のあった学校のうち約 8
割が，居住地・指定園交流を行っていることが
明らかになった。また，交流のねらいとして
「生活経験を広げる」「社会性を身につける」「大
きな集団の確保」が挙げられた。交流を勧める
ために重要なことについては「健康である」「先
生や友達とのやりとりができる」「傾聴態度が
育っている」という子どもの様子が重要である
と考えていることが分かった。一方で，「発音が
明瞭」や「言語力」を重要であると考えている
学校は他の項目と比べて最も少なかった。
Ⅳ　考察
聴覚障害幼児を指導する学校は，幼稚部教育で目
標としている力を育てることで，交流保育での活動
が意義のあるものへとつながると考えていることが
明らかになった。調査研究の結果から全体の約 4割
の学校で在籍 1人という学年が存在しており，集団
を経験することが難しい幼稚部の現状に，大きな集
団を経験したり，同年齢の子どもたちの中で社会性
を身につけたりする活動ができる交流保育は，幼稚
部教育の中で重要視できるものである。今後，更に
交流保育の教育的効果を上げるためにも，交流先と
の連携を深めていき双方のねらいを明確にしたり，
活動内容や交流児・交流クラスの実態について確認
したりしながら交流保育の有効性を高めていきたい
と考える。 
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小・中学校通常学級における発達障害児への
合理的配慮に関する研究
－日常生活場面に焦点を当てて－
市川市立高谷中学校　関口　一秋（指導教員：柘植　雅義）
インクルーシブ教育システム構築が急がれる中，合理的配慮の適切な提供が求められている。本研究
では，日常生活場面の合理的配慮を一覧表にまとめ，それを活用することで，小・中学校通常学級の発
達障害のある児童生徒に対して，より良い支援の在り方を検討することを目的とした。この一覧表を活
用した事例児童生徒への指導実践の結果や，小・中学校の通常学級教職員に対しての質問紙調査の結果
分析を通して，日常生活場面における発達障害のある児童生徒に対するより良い支援の在り方を明らか
にした。
キーワード：合理的配慮　小・中学校通常学級　日常生活場面
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
インクルーシブ教育システムの構築が急がれる現
在，連続性のある多様な学び場の用意や就学におけ
る柔軟な仕組みの整備により，各学校は子どもたち
一人一人が持てる力を最大限発揮できる環境づくり
の推進や合理的配慮の適切な提供が求められている
（文部科学省， 2012）。千葉県総合教育センター特別
支援教育部（2015）の調査では，学習面や行動面で
配慮や支援が必要な児童生徒に対して小・中学校の
教員が，配慮や支援を行うことが難しいと感じてお
り，障害のある子どもへの支援と合理的配慮の在り
方が急務な課題としてあげられる。
一日の学校生活場面を，｢ 学習場面（各教科の授
業等）｣とそれ以外の場面で分け，それ以外の場面
を ｢ 日常生活場面 ｣ とした場合，学習場面では指
導・支援に関する先行事例や文献が見られるが，日
常生活場面においてはあまり見られない。
そこで本研究では，日常生活場面における合理的配
慮を整理分類し一覧表を試案としてまとめ，その一覧
表を活用することで小・中学校通常学級在籍の発達障
害のある児童生徒に対して，日常生活場面においてよ
り良い支援の在り方を検討することを目的とする。
Ⅱ　方法
第 1研究　合理的配慮一覧表（試案）の作成（以下試案）
１　Ｚ市特別支援教育コーディネーターの質問紙調査
（1）対象：Ｚ市の小学校 39 校，中学校 16 校計 55
校の特別支援教育コーディネーター（2）調査内容：
日常生活場面における発達障害の子どもの困り場面
と行われている配慮について調査した。
２　試案の作成
作成手順は，Ⅱの１の（1）の調査研究の結果と独
立行政法人特別支援教育総合研究所のインクルＤＢ
や関連する書籍の事例を基に，9つの日常生活場面
に分けて合理的配慮となる手立てをまとめた。
第 2研究　試案の活用に関する研究
１　試案の試用に関する小中学校教員への質問紙調査
（1）対象：Ｚ市小学校（24名），中学校（28名）の教
員計 52名（2）方法：試案を配布し，1カ月の間実際に
使用後，回答を求めた。（3）質問内容：合理的配慮の
理解度と試案の使いやすさや有効性について調査した。
２　試案を活用した指導実践（2事例）
（1）対象：Ｚ市小中学校事例 2 名（発達障害，
ADHDの疑いありと診断された2名）（2）方法：試案
を基に行動目標と手立てを決定し，学級担任らと実践後
結果について話し合い，行動目標の達成度を評価した。
Ⅲ　結果
第 1研究では，通常学級の発達障害のある児童生
徒が，全ての日常生活場面で何らかの困りを抱えて
おり，子供の障害特性や活動場面の特徴に合った支
援を進める必要があり，該当の子に対して行う支援
と，学級全体に行う支援が必要であることが明らか
になった。それを踏まえて，9 つの活動場面に分け
た試案を作成した。
第 2研究では，試案が通常学級の発達障害のある児
童生徒に効果があることや，従前から行っていた指導
支援が合理的配慮の事例に該当していることがわかっ
た。また，試案を活用した指導実践から，試案の内容
に効果があり，発達障害のある児童生徒の実態把握や
行動目標，手立てを計画する際に有効であった。
Ⅳ　考察
2 つの研究から，試案の配慮事項が発達障害の児
童生徒にとって，日常生活場面をより良く過ごすた
めの手立てとなる可能性が示された。また，試案を
基に複数の教員（特別支援教育を専門としている教
員）で支援を検討することに活用できることが示さ
れた。試案を加筆修正し，「合理的配慮サポートリス
ト（日常生活場面編）」とし完成させることができ
た。課題は，今回の実践のような複数の教員で進め
られない場合における「合理的配慮サポートリスト」
の活用の仕方や定期的な評価，見直しの仕方につい
て検討を深める必要がある。
Ⅴ　文献
千 葉県総合教育センター特別支援教育部（2015）どの子も
「わかる」「できる」授業づくり・学級経営の充実をめざ
して―学校生活のユニバーサルデザインの視点をふまえ
て―．研究報告，第 406 号．
文 部科学省（2012）共生社会の形成に向けたインクルーシブ
教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）．
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重度・重複障害児のわずかな動きを手がかりとした
コミュニケーション行動の形成
千葉県立松戸特別支援学校　南舘　早苗（指導教員：安藤　隆男）
　特別支援学校に在籍する重度・重複障害の生徒のわずかな体の動きを手がかりとし，意味付けをし
て返すことで，やりとりが成立することを目的とした取り組みを行った。教師が継続してＡＡＣとして
のセンサスイッチを使用し，事例生徒のわずかな口の動きを読み取って返すことを継続していくことで，
コミュニケーション行動のための動きへつながることが明らかになった。
キーワード：重度・重複障害児　コミュニケーション　わずかな動き　ＡＡＣ
現職教員
研修報告
Ⅰ　目的
重度・重複障害児が，コミュニケーションのため
の手段として体の部位を意識して動かすようになる
ための，効果的な教師の働きかけについて明らかに
する。
Ⅱ　方法
１　対象・期間・内容
（1）対象：Ａさん　Ｂ特別支援学校　中学部　女子
（2）期間：４月～７月　計６回（授業実践）
　　　　　９月～10月　計13回（検証授業）
（3）内容： 自立活動を主とした授業の始めと終わり
のあいさつ
Ⅲ　結果
１　始めのあいさつについて
言葉かけのみでの口の動きが増え，特に後半では
安定して見られるようになってきた。
２　終わりのあいさつについて
始めのあいさつと比べると動きにばらつきが見ら
れるが，口周りに触れて促すことで口を動かす様子
が見られるようになってきた。
３　同じ条件下での実施者の変更
同じ方法で，実施者を変更しての検証授業を行っ
た。言葉かけのみでは難しかったが，口周りに触れ
ることで，口を動かす様子が見られた。
Ⅳ　考察
１　成果
（1 ）事例生徒のわずかな体の動きに教師が気付き，
それを手がかりとして継続的な指導を行うこと
で，コミュニケーションにつながる可能性のあ
る口の動きを引き出すことができた。
（2 ）事例生徒のわずかな体の動きを読み取るため
にセンサスイッチを使うことで，担任以外の教
師であっても事例生徒の動きに気付くことがで
きた。
（3 ）わずかな動きを客観的に評価するために，イ
ンリアル・アプローチの方法を参考にしながら
実践を行った。複数の目でＡさんの動きや教師
の働きかけを細かく評価することで，今後の方
向性について検討することができた。
２　課題
（1 ）あいさつの取り組みだと終わりが分かりづら
いため，やりとりのために口を動かしているか
どうかの評価が難しい。より因果関係の分かり
やすい他の教材へ移行することも考えていく。
（2 ）今後，インリアル・アプローチを参考にして
複数の教師で評価を行うときには，手続きの正
確さを高めるために，児童生徒の目標や場面設
定を明確にする。
（3 ）意味付けされた口の動きを，今後の生活でも
生かせるように，因果関係の理解や選択の場面
等でセンサスイッチを活用したやりとりの機会
を設定していく。将来的には，口の動きを通し
た人とのコミュニケーションへと般化させてい
くようにする。
　 　 今年度の指導経過と研究経過を，Fig.１に示
した。
Fig. １　今年度の指導経過と研究経過
